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◎
一
般
会
計
予
算

　
88
億
９
１
９
１
万
５
０
０
０
円

賛
成
討
論
　
本
多
　
浩
議
員

◎
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

予
算

�

17
億
４
７
３
６
万
５
０
０
０
円

◎
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算
�

１
億
４
２
４
１
万
９
０
０
０
円

◎
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

�

10
億
３
７
２
１
万
５
０
０
０
円

◎
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計

予
算

　
４
１
３
８
万
円

◎
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

　
２
億
８
０
２
９
万
９
０
０
０
円

◎
営
農
用
水
道
等
事
業
特
別
会
計

予
算

　
２
９
７
９
万
９
０
０
０
円

◎
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予

算
　
４
億
７
１
６
３
万
３
０
０
０
円

◎
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

予
算

　
６
３
９
万
５
０
０
０
円

◎
風
力
発
電
事
業
特
別
会
計
予
算

　
５
６
１
３
万
６
０
０
０
円

◎
病
院
事
業
会
計
予
算

・
収
益
的
収
入
及
び
支
出

　
13
億
２
６
６
５
万
７
０
０
０
円

・
資
本
的
収
入
及
び
支
出

　
８
７
３
１
万
８
０
０
０
円

◎
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
15

号
）

　
５
億
７
０
８
４
万
９
０
０
０
円

を
増
額
し
、
予
算
額
は
93
億
２
３

４
万
８
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
内
容
は
、
交
付
税
の
確

定
と
基
金
利
息
分
の
精
査
に
よ
る

基
金
へ
の
積
み
立
て
、
病
院
事
業

会
計
へ
の
繰
出
金
、
消
防
救
急
デ

ジ
タ
ル
無
線
共
同
整
備
事
業
等
で

す
。

繰
越
明
許
費

・�

病
院
事
業
会
計
繰
出
金
（
大
成

診
療
所
改
築
事
業
分
）

　
１
億
１
２
９
９
万
７
０
０
０
円

・�

働
く
世
代
の
女
性
支
援
の
た
め

の
が
ん
検
診
推
進
事
業

　
１
４
８
万
１
０
０
０
円

・
愛
知
地
区
基
盤
整
備
事
業

　
３
万
円

・
が
ん
び
岱
地
区
農
道
整
備
事
業

　
40
万
円

平成26年第１回定例会

新

年

度

予

算

25
年
度
補
正
予
算

平
成
26
年
第
１
回
定
例
会
が
、
３
月
５
日
か
ら
３
月
14
日
に
わ
た
っ
て
開
か
れ

ま
し
た
。

　

新
年
度
予
算
や
条
例
の
制
定
な
ど
の
議
案
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

審
議
し
た
議
案
の
あ
ら
ま
し
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

平成26年度一般会計外10特別会計予算

  141億1853万1000円可決！
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・�
檜
山
広
域
行
政
組
合
消
防
費
負

担
金
（
本
部
経
費
分
）（
消
防

救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
共
同
整
備

事
業
分
）

　
８
５
８
３
万
１
０
０
０
円

※
繰
越
明
許
費
と
は

　
年
度
内
に
支
出
を
完
了
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
見
込
み
の
あ
る
経

費
に
つ
い
て
は
、
議
会
の
議
決
を

経
て
、
翌
年
度
に
繰
り
越
し
て
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
経
費

を
繰
越
明
許
費
と
い
い
ま
す
。

　
毎
会
計
年
度
の
歳
出
予
算
は
そ

の
年
度
内
に
使
用
す
る
こ
と
が
原

則
で
す
が
、
実
情
に
そ
ぐ
わ
ず
、

予
算
使
用
が
非
効
率
的
に
な
る
場

合
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

◎
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

　
３
３
１
６
万
９
０
０
０
円
を
増

額
し
、
予
算
額
は
17
億
５
８
７
１

万
２
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
内
容
は
、
退
職
被
保
険

者
等
療
養
給
付
費
、
退
職
被
保
険

者
等
高
額
療
養
費
の
追
加
、
病
院

事
業
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
額
等

で
す
。

◎
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

　
１
３
５
万
９
０
０
０
円
を
増
額

し
、
予
算
額
は
１
億
２
３
３
７
万

６
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
内
容
は
、
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
予
防
接
種
費
用
な
ど
の
健

康
増
進
事
業
に
対
し
て
広
域
連
合

か
ら
交
付
さ
れ
る
補
助
金
の
一
般

会
計
へ
繰
出
金
の
増
額
等
で
す
。

◎
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）

　
１
１
３
０
万
７
０
０
０
円
を
増

額
し
、
予
算
額
は
10
億
７
９
２
万

６
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
内
容
は
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
給
付
費
、
介
護
予
防
給
付
費
の

利
用
者
増
に
よ
る
増
額
、
高
額
医

療
合
算
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
負
担

実
績
に
基
づ
く
増
額
で
す
。

◎
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
29
万
９
０
０
０
円
を
減
額
し
、

予
算
額
は
４
４
５
９
万
６
０
０
０

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
内
容
は
、
介
護
予
防
プ

ラ
ン
作
成
委
託
業
務
の
対
象
者
が

当
初
見
込
み
よ
り
少
な
か
っ
た
こ

と
に
よ
る
減
額
で
す
。

◎
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）

　
２
億
９
３
８
４
万
３
０
０
０
円

を
増
額
し
、
予
算
額
は
11
億
１
３

９
万
８
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
内
容
は
、
平
成
26
年
に

実
施
予
定
の
大
成
区
水
道
施
設
整

備
事
業
を
国
の
経
済
対
策
に
よ
り

前
倒
し
で
実
施
す
る
た
め
の
増
額

等
で
す
。

◎
営
農
用
水
道
等
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
１
６
６
万
７
０
０
０
円
を
増
額

し
、
予
算
額
は
３
２
５
６
万
７
０

０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
内
容
は
、
営
農
用
水
道

等
整
備
基
金
へ
の
積
立
金
に
よ
る

増
額
等
で
す
。

◎
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

　
７
２
１
万
６
０
０
０
円
を
減
額

し
、
予
算
額
は
４
億
１
４
４
３
万

６
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
内
容
は
、
施
設
の
維
持

管
理
経
費
、
下
水
道
事
業
費
の
精

査
に
よ
る
減
額
等
で
す
。

◎
風
力
発
電
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

　
４
１
５
万
３
０
０
０
円
を
減
額

し
、
予
算
額
は
５
１
２
１
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
内
容
は
、
洋
上
風
車
の

故
障
に
よ
り
売
電
収
入
の
減
収
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
基
金
へ

の
積
立
て
を
精
査
し
た
こ
と
に
よ

る
減
額
等
で
す
。

◎
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

　

（
第
６
号
）

　
収
益
的
収
入
及
び
支
出
に
お
い

て
、
３
５
７
６
万
１
０
０
０
円
を

増
額
し
、
予
算
額
は
12
億
７
０
１

８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
内
容
は
、
職
員
の
時
間

外
勤
務
手
当
及
び
臨
時
医
師
賃
金
、

血
友
病
患
者
に
対
す
る
薬
品
購
入
、

入
院
患
者
数
の
増
に
よ
る
給
食
業

務
委
託
料
の
増
、
Ｃ
Ｔ
装
置
管
球

取
替
等
の
減
価
償
却
費
、
医
療
機

器
の
廃
棄
処
分
等
で
す
。

　
資
本
的
支
出
に
お
い
て
１
億
１

４
０
２
万
６
０
０
０
円
を
増
額
し
、

予
算
額
は
２
億
３
２
５
９
万
４
０

０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
内
容
は
、
国
保
直
営
診

療
施
設
整
備
補
助
金
、
エ
ッ
ク
ス

線
撮
影
装
置
の
減
価
償
却
費
等
で

す
。

◎
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
会
の

委
員
の
定
数
等
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

　
平
成
26
年
４
月
か
ら
市
町
村
の

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
等
の

決
定
に
係
る
障
害
程
度
区
分
が
、

障
害
支
援
区
分
へ
変
更
と
な
る
こ

と
や
、
調
査
項
目
等
が
１
０
６
項

目
か
ら
80
項
目
に
整
理
さ
れ
る
こ

と
か
ら
本
条
例
の
一
部
を
改
正
し

ま
し
た
。

◎
行
政
財
産
使
用
料
条
例
等
の
一

部
改
正

　
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
消
費

税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
か

ら
本
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し

た
。

◎
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　
持
家
に
住
ん
で
い
る
職
員
に
支

給
さ
れ
て
い
る
月
額
１
０
０
０
円

の
住
宅
手
当
を
、
平
成
26
年
４
月

１
日
か
ら
廃
止
す
る
た
め
に
本
条

条

例
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例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

◎
税
条
例
の
一
部
改
正

　
現
在
、
宿
泊
客
は
１
日
１
５
０

円
、
宿
泊
を
伴
わ
な
い
入
浴
客
は

１
日
１
０
０
円
の
入
湯
税
を
課
し

て
い
ま
す
が
、
平
成
26
年
４
月
１

日
か
ら
宿
泊
を
伴
わ
な
い
入
浴
客

に
は
入
湯
税
を
課
さ
な
い
こ
と
と

す
る
た
め
本
条
例
の
一
部
を
改
正

し
ま
し
た
。

◎
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
条
例
の
一
部
改
正

　
除
雪
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
お
い

て
、
除
雪
を
行
う
掻
き
手
の
高
齢

化
等
に
よ
り
、
確
保
が
年
々
困
難

と
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
利
用
者

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
と
し
、
ニ
ー
ズ
と
費
用

に
見
合
っ
た
内
容
と
す
る
た
め
に

本
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

　
掻
き
手
に
よ
る
除
雪
経
費
は
２

万
円
、
機
械
を
利
用
し
た
除
雪
経

費
は
２
万
５
０
０
０
円
が
補
助
の

限
度
額
と
な
り
ま
す
。

◎
産
業
担
い
手
育
成
条
例
の
一
部

改
正

　
町
内
外
か
ら
担
い
手
の
就
業
を

一
層
促
進
す
る
と
と
も
に
、
就
業

時
の
初
期
負
担
の
軽
減
等
を
図
る

た
め
本
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま

し
た
。

◎
国
民
宿
舎
条
例
の
一
部
改
正

　
現
在
の
使
用
料
の
上
限
額
設
定

で
は
、
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
限

界
が
あ
り
、
地
元
食
材
等
を
利
用

し
た
食
の
提
供
に
対
す
る
要
求
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

プ
ラ
ン
設
定
の
た
め
の
使
用
料
の

上
限
額
の
改
正
と
、
消
費
税
率
の

段
階
的
引
き
上
げ
に
対
応
す
る
た

め
、
料
金
表
示
を
税
抜
き
表
示
に

す
る
た
め
本
条
例
の
一
部
を
改
正

し
ま
し
た
。

◎
防
災
行
政
用
無
線
施
設
管
理
条

例
の
一
部
改
正

　
防
災
行
政
用
無
線
の
戸
別
受
信

機
の
設
置
を
希
望
す
る
町
内
の
事

業
所
等
に
も
対
応
す
る
た
め
、
ま

た
設
置
者
の
負
担
額
や
要
件
に
つ

い
て
明
確
化
す
る
た
め
に
本
条
例

の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

◎
営
農
用
水
道
等
給
水
条
例
の
一

部
改
正

　
大
成
区
水
道
施
設
整
備
事
業
の

一
部
完
了
に
伴
い
、
現
行
定
額
料

金
制
度
の
砂
貝
取
澗
簡
易
給
水
施

設
、
中
貝
取
澗
簡
易
給
水
施
設
、

平
浜
飲
料
水
供
給
施
設
を
廃
止
し
、

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
久
遠
簡

易
水
道
に
統
合
し
て
、
計
量
給
水

料
金
制
と
す
る
た
め
、
ま
た
給
水

区
域
の
表
示
を
統
一
し
て
、
文
言

を
整
理
す
る
た
め
に
本
条
例
の
一

部
を
改
正
し
ま
し
た
。

◎
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の
締
結

　
平
成
26
年
度
か
ら
函
館
市
と
の

間
に
お
い
て
、
定
住
自
立
圏
形
成

協
定
を
締
結
す
る
た
め
、
せ
た
な

町
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の
議
決

に
関
す
る
条
例
の
規
定
に
よ
り
議

会
の
議
決
を
求
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。

◎
公
有
水
面
埋
立
免
許
の
出
願
に

伴
う
意
見
に
つ
い
て

　
埋
立
て
を
し
よ
う
と
し
て
い
る

第
１
種
上
浦
漁
港
の
漁
港
施
設
の

用
地
に
つ
い
て
は
、
公
有
水
面
埋

立
法
第
３
条
第
４
項
の
規
定
に
よ

り
北
海
道
知
事
か
ら
意
見
を
求
め

ら
れ
た
た
め
、
議
決
を
し
た
も
の

で
す
。

◎
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
規
約
の
一
部
を
変
更
す
る

規
約
の
協
議

　
上
川
中
部
消
防
組
合
及
び
伊
達

壮
瞥
学
校
給
食
組
合
が
解
散
脱
退

す
る
こ
と
に
伴
い
、
規
約
の
協
議

が
あ
っ
た
も
の
で
す
。

◎
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
町
営
牧
場
）

　
町
営
牧
場
の
管
理
及
び
運
営
を
、

効
果
的
か
つ
効
率
的
に
行
わ
せ
る

た
め
、
指
定
管
理
者
を
指
定
し
ま

し
た
。

一
、
公
の
施
設
の
名
称

　
せ
た
な
町
営
牧
場

二
、 

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
の

名
称
及
び
所
在
地

　
新
函
館
農
業
協
同
組
合

　
北
斗
市
本
町
１
丁
目
１
番
21
号

三
、
指
定
の
期
間

　
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら

　
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

◎
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
米
乾
燥
貯
蔵
施
設
）

　
米
乾
燥
貯
蔵
施
設
の
管
理
及
び

運
営
を
、
効
果
的
か
つ
効
率
的
に

行
わ
せ
る
た
め
、
指
定
管
理
者
を

指
定
し
ま
し
た
。

一
、
公
の
施
設
の
名
称

　
せ
た
な
町
米
乾
燥
貯
蔵
施
設

二
、 

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
の

名
称
及
び
所
在
地

　
新
函
館
農
業
協
同
組
合

　
北
斗
市
本
町
１
丁
目
１
番
21
号

三
、
指
定
の
期
間

　
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら

　
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

◎
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
玄
米
ば
ら
集
出
荷
施
設
）

　
玄
米
ば
ら
集
出
荷
施
設
の
管
理

及
び
運
営
を
、
効
果
的
か
つ
効
率

的
に
行
わ
せ
る
た
め
、
指
定
管
理

者
を
指
定
し
ま
し
た
。

一
、
公
の
施
設
の
名
称

　�

せ
た
な
町
玄
米
ば
ら
集
出
荷
施

設
二
、 

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
の

名
称
及
び
所
在
地

　
北
檜
山
町
農
業
協
同
組
合

　�

せ
た
な
町
北
檜
山
区
北
檜
山
20

番
地

三
、
指
定
の
期
間

　
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら

　
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

そ

の

他
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意
　

見
　

書

◎
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す

る
医
療
費
助
成
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書

　
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
の
合
計

が
３
５
０
万
人
以
上
と
さ
れ
る
ほ

ど
蔓
延
し
て
い
る
の
は
、
肝
炎
対

策
基
本
法
等
に
よ
り
、
国
の
責
め

に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
る
こ
と
は

明
確
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す

る
医
療
費
助
成
は
、
現
在
、
肝
炎

治
療
特
別
促
進
事
業
と
し
て
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
治
療
方
法
が

限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
医
療
費

助
成
の
対
象
か
ら
外
れ
て
い
る
患

者
が
相
当
数
に
上
り
ま
す
。
特
に
、

肝
硬
変
・
肝
が
ん
患
者
は
高
額
の

医
療
費
だ
け
で
な
く
、
就
労
不
能

の
方
も
多
く
、
生
活
は
困
窮
を
き

わ
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
は
肝
硬
変
を
中
心

と
す
る
肝
疾
患
も
身
体
障
害
者
福

祉
法
上
の
障
害
認
定
の
対
象
と
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、
認
定
基
準
が

厳
し
く
、
肝
炎
患
者
に
対
す
る
生

活
支
援
に
実
効
性
を
発
揮
し
て
い

な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
給
付
金
等
の
支
給
に
関
す
る

特
別
措
置
法
」
の
制
定
時
に
は
、

「
と
り
わ
け
肝
硬
変
及
び
肝
が
ん

の
患
者
に
対
す
る
医
療
費
助
成
を

含
む
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
る
こ
と
」
と
の
附
帯
決

議
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
国
は
、

肝
硬
変
・
肝
が
ん
患
者
に
対
す
る

医
療
費
助
成
を
含
む
生
活
支
援
に

つ
い
て
、
新
た
な
具
体
的
措
置
を

講
じ
て
い
ま
せ
ん
。

　
肝
硬
変
・
肝
が
ん
患
者
は
、
毎

日
１
２
０
人
以
上
の
方
が
亡
く

な
っ
て
お
り
、
医
療
費
助
成
を
含

む
生
活
支
援
の
実
現
は
、
一
刻
の

猶
予
も
な
い
課
題
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
ウ
イ
ル
ス
性
肝
硬
変
・
肝
が

ん
に
係
る
医
療
費
助
成
制
度
を
創

設
す
る
こ
と
、
身
体
障
害
者
福
祉

法
上
の
肝
機
能
障
害
に
よ
る
身
体

障
害
者
手
帳
の
認
定
基
準
を
緩
和

し
、
患
者
の
実
態
に
応
じ
た
認
定

制
度
に
す
る
こ
と
を
実
現
す
る
よ

う
政
府
に
強
く
要
望
し
ま
す
。

�

提
出
議
員
　
熊
野
　
主
税

�

賛
成
議
員
　
澤
田
　
光
子

�

同

　
大
野
　
一
男

�

同

　
内
田
　
尊
之

�

同

　
大
湯
　
圓
郷

◎
国
益
な
き
Ｔ
Ｐ
Ｐ
合
意
に
断
固

反
対
し
、
国
会
決
議
の
遵
守
を

求
め
る
意
見
書

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
は
、
本
年
２
月

の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
閣
僚
会
合
に
お
い
て

も
「
実
質
合
意
」
は
見
送
ら
れ
た

が
、
４
月
の
オ
バ
マ
大
統
領
の
訪

日
ま
で
に
「
実
質
合
意
」、「
原
則

合
意
」
の
道
筋
を
つ
け
、
日
米
首

脳
会
談
で
日
本
側
が
新
た
な
譲
歩

を
行
う
こ
と
が
強
く
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
聖
域
な
き
関
税
撤

廃
と
一
部
の
多
国
籍
企
業
に
都
合

の
よ
い
ル
ー
ル
改
正
や
、
規
制
緩

和
を
同
時
に
進
め
る
危
険
な
協
定

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
農
林
水
産
業

に
大
打
撃
を
与
え
、
地
域
経
済
を

衰
退
さ
せ
る
ば
か
り
で
な
く
、
国

家
主
権
を
揺
る
が
す
Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項

や
医
療
・
医
薬
品
、
金
融
・
保

険
、
労
働
市
場
、
公
共
事
業
、
食

品
の
安
全
基
準
・
表
示
制
度
な
ど
、

「
国
の
か
た
ち
」
を
変
え
か
ね
な

い
、
国
民
の
暮
ら
し
と
命
を
危
機

に
陥
れ
る
も
の
で
す
。

　
特
に
、
農
林
水
産
業
が
基
幹
産

業
で
あ
る
北
海
道
並
び
に
本
町
に

お
い
て
、
重
要
農
畜
産
物
な
ど
の

関
税
撤
廃
や
引
き
下
げ
が
行
わ
れ

た
場
合
、
持
続
的
な
農
林
水
産
業

へ
の
取
組
み
は
困
難
と
な
り
、
自

然
環
境
と
地
域
社
会
の
崩
壊
を
招

く
こ
と
は
自
明
の
理
で
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
日
本
政
府
が
、

国
会
や
国
民
全
体
に
対
し
て
十
分

な
情
報
提
供
が
な
い
ま
ま
に
、
ア

メ
リ
カ
か
ら
の
完
全
か
つ
包
括
的

な
自
由
化
要
求
に
応
じ
、
国
会
決

議
を
逸
脱
す
る
よ
う
な
譲
歩
を
行

う
こ
と
は
断
じ
て
容
認
で
き
ず
、

国
益
を
損
な
う
Ｔ
Ｐ
Ｐ
合
意
に
は

断
固
反
対
で
す
。

　
よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
す
る
情
報
開
示
を

徹
底
し
、
交
渉
過
程
の
透
明
性
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
衆
参
両
院

の
農
林
水
産
委
員
会
に
お
け
る
国

会
決
議
を
遵
守
す
る
こ
と
。
ま
た
、

国
会
決
議
を
守
れ
な
い
場
合
は
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
か
ら
脱
退
す
る
こ
と

を
強
く
要
望
し
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
な
ど

全
て
の
国
際
貿
易
交
渉
に
お
い
て
、

多
様
な
農
業
の
共
存
を
基
本
理
念

と
し
て
、
例
外
措
置
と
し
て
重
要

品
目
の
関
税
を
維
持
す
る
と
い
う

基
本
方
針
を
堅
持
す
る
こ
と
を
重

ね
て
要
望
し
ま
す
。

�

提
出
議
員
　
本
多
　
　
浩

�

賛
成
議
員
　
細
川
　
伸
男

�

同

　
奥
村
喜
美
男

�

同

　
石
原
　
広
務

�

同

　
小
平
　
　
久

�

同

　
平
澤
　
　
等

※�

内
閣
総
理
大
臣
の
ほ
か
関
係
す

る
大
臣
、
衆
議
院
・
参
議
院
議

長
に
提
出
し
ま
し
た
。

※�

意
見
書
は
要
約
し
て
掲
載
し
て

い
ま
す
。

せたな町ＴＰＰ断固反対町民決起集会の様子


